
２００２・１０・２０�　文化財　教育　ジュニアオーケストラ 広報

５
年
目
と
な
る
今
年
の
東
京
文
化
財
ウ

ィ
U

ク（
東
京
都
教
育
委
員
会
主
催
）の
公

開
事
業
に
、
市
教
育
委
員
会
の
ほ
か
、
国

際
基
督
教
大
学
、
文
部
科
学
省
国
立
天
文

台
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
公
開
期
間
中
で

あ
る
11
月
３
日
è
〜
10
日
À
の
間
、「
武

蔵
野
（
野
川
流
域
）
の
水
車
経
営
農
家
」

以
外
に
、
次
の
国
登
録
有
形
文
化
財
や
東

京
都
指
定
文
化
財
を
一
斉
公
開
し
ま
す
。

な
お
、
ガ
イ
ド
ス
テ
U

シ
ョ
ン
（
三
鷹

図
書
館
本
館
・
大
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
U

）
で
は
、
期
間
中
、
都
内
の
公
開
文

化
財
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

（
◆
は
、
国
登
録
有
形
文
化
財
。
◎
は
、

都
指
定
文
化
財
）

◆
国
立
天
文
台

大
赤
道
儀
室
・
第
一
赤

道
儀
室
・
太
陽
分
光
写
真
儀
室
（
大
沢
２

―
２
―
１
）

▽
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
公
開
。
直
接
会

場
へ
。

◆
国
際
基
督
教
大
学
泰
山
荘

高
風
居
・

書
院
・
待
合
・
蔵
・
車
庫
・
表
門
（
大
沢

３
―
10
―
２
）

▽
11
月
３
日
è
・
４
日
ï
の
み
の
午
前
９

時
〜
午
後
３
時
公
開
。
直
接
会
場
へ
。

※
大
学
内
の
教
育
区
域
、個
人
住
宅
域
、

雑
木
林
へ
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。

◎
「
武
蔵
野
（
野
川
流
域
）
の
水
車
経
営

農
家
」

１
面
お
よ
び
囲
み
記
事
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
出
山
横
穴
墓
群
第
８
号
墓
（
大
沢
二
丁

目
、
大
沢
の
里
自
然
観
察
路
内
）

▽
11
月
６
日
Œ
を
除
く
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
公
開
。
団
体
見
学
（
15
人
以
上
）

の
場
合
は
X

ま
ち
づ
く
り
三
鷹
ò
49
―
８

１
８
２
で
遺
跡
調
査
会
に
よ
る
解
説
の
予

約
が
で
き
ま
す
。

◎
出
山
遺
跡
出
土
注
口
土
器
（
新
川
３
―

７
―
９
三
鷹
市
遺
跡
調
査
会
事
務
所
展
示

室
）

▽
11
月
４
日
ï
〜
８
日
–
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分
公
開
。
事
前
に
市
遺
跡
調
査

会
事
務
所
ò
48
―
９
４
５
４
へ
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

「
新
車
（
し
ん
ぐ
る
ま
）」
と
呼

ば
れ
る
こ
の
水
車
は
、
１
８
０
８
年

（
文
化
５
年
）
ご
ろ
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
度
重
な
る
改
造
を
加

え
、
現
存
す
る
水
車
は
、
搗
き
臼
14

個
（
杵
14
本
）、
挽
き
臼
２
台
、
や

っ
こ
篩
２
台
、
せ
り
上
げ
２
台
を
備

え
た
多
機
能
性
を
持
つ
両
袖
型
の
大

型
水
車
で
水
輪
の
直
径
は
約
４
・
８

東八道路

人見街道

都立野川公園
近藤勇の墓

大沢ふるさと
センター

※野川沿いにミニ水車があります

湿生花園
（ほたるの里）

野
川

水
車
通
り

龍源寺卍

竜源寺

武蔵野(野川流域)の
水車経営農家

～東京文化財ウィーク～

A
も
あ
り
ま
す
。

武
蔵
野
地
域
を
代
表
す
る
営
業
用

水
車
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
製

粉
・
精
米
用
の
水
車
と
し
て
全
国
的

に
も
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
、
平
成

10
年
に
東
京
都
の
有
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

野
川
の
河
川
改
修
工
事
に
よ
り
、

１
９
６
８
年
（
昭
和
43
年
）
に
水
車

の
稼
働
は
停
止
し
ま
し
た
が
、
水
車

経
営
農
家
の
姿
が
樹
木
を
含
め
て
面

的
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
公
開
建
物
な
ど

fl
母
屋

１
８
１
３
年（
文
化
10
年
）

ご
ろ
建
築
の
市
内
最
古
の
建
物
。
屋

根
は
寄
棟
造
で
茅
葺
き
。

‡
水
車
小
屋

·
土
蔵
・
物
置
（
初
公
開
）

明
治

14
年
に
建
築
さ
れ
た
土
蔵
と
大
正
末

ご
ろ
の
物
置
で
す
。
中
に
は
、
多
数

の
民
具
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど

ち
ら
も
平
成
13
年
度
に
修
理
工
事
が

完
了
し
ま
し
た
。

‚
そ
の
ほ
か

敷
地
内
で
は
、
水
車

用
用
水
路
跡
や
さ
ぶ
た
（
水
量
を
調

整
す
る
仕
切
り
板
）、
石
橋
の
通
水

橋
な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
建
物
内
の
一
部
は
非
公
開
で

す
。
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
公
開
日
時

11
月
か
ら
、
原
則
と
し
て
毎
週

土
・
日
曜
日
（
年
末
年
始
12
月
28
日

〜
１
月
４
日
を
除
く
）
に
公
開
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
時
間
は
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
で
す
。

▼
見
学
は
事
前
予
約
制
で
す
。
X

ま

ち
づ
く
り
三
鷹
ò
49
―
８
１
８
２
へ

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
東
京
文
化
財
ウ
ィ
U

ク

期
間
中
（
11
月
３
日
è
〜
10
日
À
）

は
、
毎
日
公
開
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
健
全

育
成
を
推
進
す
る
た
め
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
お
よ
び
関
係
諸
機
関

が
連
携
を
図
り
、
そ
の
充
実
に
努

め
て
い
ま
す
。

最
近
、
中
学
生
に
関
わ
る
事
件

や
問
題
行
動
な
ど
が
起
き
、
中
学

生
の
考
え
方
や
行
動
の
あ
り
方
が

注
目
さ
れ
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ

り
ま
す
。
今
年
も
、
中
学
生
７
人

か
ら
今
考
え
て
い
る
こ
と
、
中
学

生
か
ら
見
た
地
域
社
会
や
大
人
の

姿
、
ま
た
、
自
分
自
身
が
抱
え
る

問
題
な
ど
を
自
由
に
発
表
し
て
も

ら
い
ま
す
。

そ
の
意
見
を
通
し
て
、
学
校
、

保
護
者
、
地
域
お
よ
び
警
察
な
ど

の
関
係
者
が
中
学
生
に
対
す
る
理

解
や
認
識
を
深
め
る
機
会
と
し
ま

す
。三

鷹
市
・
三
鷹
市
教
育
委
員

会
・
三
鷹
警
察
署
主
催
。

▽
10
月
26
日
—
午
前
10
時
〜
11
時

５
時
30
分
か
ら
交
流
会（
１
千
円
）

あ
り
。
講
演
fl
「
少
子
化
に
諸
外

国
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の

か
」
日
本
女
子
大
学
教
授
の
大
沢

真
知
子
さ
ん
、
‡
「
東
京
都
の
福

祉
改
革
と
子
育
て
推
進
施
策
」
東

京
都
福
祉
局
子
育
て
推
進
課
長
、

·
「
三
鷹
市
の
子
育
て
支
援
施
策

の
現
状
と
今
後
の
課
題
」
三
鷹
市

健
康
福
祉
部
次
長
、
事
例
発
表
fl

「
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
U

・

人
の
一
生
を
み
る
と
、
年
齢
に

よ
る
横
断
面
で
「
心
の
危
機
」
や

「
発
達
課
題
」
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
一
人
ひ
と
り
の
個
人
の
「
発

達
」
あ
る
い
は
「
生
き
方
」
と
い

っ
た
縦
断
面
か
ら
の「
人
の
理
解
」

も
必
要
で
す
。
「
子
ど
も
の
気
持

ち
が
わ
か
ら
な
い
」
「
な
ぜ
キ
レ

る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た

こ
と
を
耳
に
し
ま
す
が
「
人
の
理

解
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
映
画
の

登
場
人
物
の
理
解
か
ら
は
じ
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

▽
11
月
６
日
Œ
午
後
２
時
〜
４

時
、
第
四
中
学
校
図
書
室
で
。
講

師
は
、
同
校
ス
ク
U

ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
U

の
松
井
知
子
さ
ん
。

▼
い
ず
れ
も
、
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
は
生
涯
学
習
課
ò
内
線
３

３
１
６
へ
。

市
と
X

ま
ち
づ
く
り
三
鷹
主

催
。
Ｉ
Ｔ
の
活
用
や
民
間
企
業
と

の
協
働
な
ど
、
三
鷹
市
が
進
め
る

多
様
な
子
育
て
施
策
を
事
例
と
し

て
、
社
会
全
体
で
次
代
を
担
う
子

ど
も
を
育
て
て
い
く
た
め
に
、
自

治
体
や
社
会
福
祉
法
人
、
事
業
者

が
今
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
そ
の

方
向
性
を
探
る
セ
ミ
ナ
U

。

▽
10
月
28
日
Ã
午
後
２
時
〜
６

時
、
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
で
。
午
後

作
家
で
、
「
盲
導
犬
ベ
ル
ナ
の

お
話
の
会
」
主
宰
の
郡
司
な
な
え

さ
ん
を
招
い
て
、
ペ
ッ
ト
と
し
て

の
犬
と
盲
導
犬
と
の
違
い
、
視
力

を
失
っ
た
方
々
の
パ
U

ト
ナ
U

と

し
て
の
盲
導
犬
の
生
活
に
つ
い
て

の
お
話
を
４
・
５
・
６
年
生
の
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
伺
い
ま
す
。

▽
10
月
31
日
œ
午
後
１
時
45
分
〜

３
時
20
分
、
大
沢
台
小
学
校
体
育

中
高
生
が
ね
ら
わ
れ
て
い
る
携

帯
電
話
に
よ
る
チ
ェ
U

ン
メ
U

ル
、
街
頭
で
の
キ
ャ
ッ
チ
セ
U

ル

ス
な
ど
の
落
と
し
穴
に
つ
い
て
の

お
話
を
伺
い
ま
す
。
講
師
は
、
東

京
都
消
費
生
活
総
合
セ
ン
タ
U

相

談
員
の
山
下
三
重
子
さ
ん
。

▽
11
月
２
日
—
午
前
10
時
〜
正

午
、
第
一
中
学
校
数
学
室
で
。

市
と
憲
法
を
記
念
す
る
三
鷹
市

民
の
会
主
催
。
ふ
だ
ん
何
気
な
く

使
っ
て
い
る
言
葉
で
あ
る「
個
人
」

「
国
家
」「
自
由
」
な
ど
の
、
本
当

の
意
味
は
何
で
し
ょ
う
か
。
個
人

40
分
、
教
育
セ
ン
タ
U

３
階
大
研

修
室
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
定
員
120

人
。※

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

∞
生
涯
学
習
課
ò
内
線
３
３
１

２

み
た
か
ジ
ュ
ニ
ア
・
オ
U

ケ
ス

ト
ラ
（
Ｍ
Ｊ
Ｏ
）
は
、
今
春
か
ら

管
楽
器
が
加
わ
り
、
現
在
39
人
の

団
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
老
人

福
祉
施
設
や
「
三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ

美
術
館
」
で
の
訪
問
演
奏
、
ま
た
、

今
年
度
か
ら
は
ト
ウ
キ
ョ
ウ
・
モ

U

ツ
ァ
ル
ト
プ
レ
U

ヤ
U

ズ
（
Ｔ

Ｍ
Ｐ
）
の
公
演
前
に
プ
レ
コ
ン
サ

U

ト
も
始
め
、
舞
台
で
の
醍
醐
味

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

※
手
話
通
訳
あ
り
。

∞
企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
１

５

公
設
民
営
型
保
育
園
等
」
、
‡

「
み
た
か
子
育
て
ね
っ
と
」
、
·

「
市
民
か
ら
み
た
三
鷹
市
の
子
育

て
施
策
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
コ

ン
ビ
ニ
）」
な
ど
。

▼
10
月
22
日
Õ
ま
で
に
、「
子
育
て

支
援
セ
ミ
ナ
U

受
講
希
望
」、氏
名

・
住
所
ま
た
は
所
在
団
体
名
と
所

在
地
・
電
話
番
号
・
フ
ァ
ク
ス
番

号
・
Ｅ
メ
U

ル
を
記
入
し
、
X

ま

ち
づ
く
り
三
鷹
¿
40
―
９
７
５
０

・
Ｅ
メ
U

ル：
in
fo
@
m
ita
-

ka.ne.jp

へ
申
し
込
む
。
先
着
150

人
。

∞
同
社
ò
40
―
９
６
６
９

に
と
っ
て
の
国
家
、
憲
法
と
は
何

か
を
理
解
す
る
た
め
の
一
つ
の
考

察
と
し
て
、
講
師
の
早
稲
田
大
学

教
授
の
樋
口
陽
一
さ
ん
に
お
話
し

い
た
だ
き
ま
す
。

▽
11
月
６
日
Œ
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
、
三
鷹
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
U

で
。

び
に
お
褒
め
の
言
葉
を
た
く
さ
ん

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
近
代
の
作
品
を
取
り

上
げ
て
、
譜
面
に
書
い
て
あ
る
こ

と
を
楽
器
で
正
確
に
実
現
す
る
こ

と
を
特
に
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
「
そ
の
先
に
あ
る
も
の
」
も

時
々
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
こ
と
が
一
番
の
進
歩
だ
と
思

い
ま
す
。

▽
10
月
27
日
À
午
後
２
時
開
演

（
１
時
30
分
開
場
）、芸
術
文
化
セ

ン
タ
U

風
の
ホ
U

ル
で
。
全
席
自

由
・
入
場
無
料
（
３
歳
以
下
の
お

子
さ
ま
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
）。１
歳
半
以
上
は
託
児
サ
U

ビ

ス
あ
り
（
要
予
約
、
定
員
10
人
）。

指
揮
＝
内
藤
佳
有
、
チ
ェ
ロ
独

奏
＝
丸
山
泰
雄
・
長
瀬
夏
嵐
、
曲

目
＝
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
「
２
台
の

チ
ェ
ロ
の
た
め
の
協
奏
曲
」
、
モ

U

ツ
ァ
ル
ト
「
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ

メ
ン
ト
Ｋ
・
３
３
４
よ
り
メ
ヌ
エ

ッ
ト
」
、
ブ
リ
テ
ン
「
シ
ン
プ

ル
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
U

」
ほ
か
。

∞
芸
術
文
化
振
興
財
団
ò
47
―

５
１
２
２

も
味
わ
い
、
ま
す
ま
す
意
気
が
上

が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
は
、
Ｔ
Ｍ
Ｐ
の
首
席
チ
ェ

ロ
奏
者
の
丸
山
さ
ん
、
長
瀬
さ
ん

を
ソ
リ
ス
ト
に
迎
え
て
協
奏
曲
を

演
奏
す
る
ほ
か
、
ホ
ル
ン
も
交
え

た
作
品
も
初
登
場
。
練
習
の
成
果

に
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

◇
合
奏
指
導
・
指
揮
の
内
藤
佳
有

さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

演
奏
会
の
た

●
子
育
て
支
援
セ
ミ
ナ
ー

「
子
育
て
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

―
三
鷹
市
の
事
例
か
ら
―

第
５
回
三
鷹
市
中
学
生
意
見
発
表
会

「
中
学
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

市では、「三鷹市生涯学習計画」の改定に向け、18歳以上

の市民2,500人を対象にアンケートを実施しました。

10月１日までに1,156人のみなさんから回答をいただくこ

とができました。お忙しいところ協力いただき、ありがとう

ございました。 ≥生涯学習課ò内線3311

生涯学習市民意向調査実施に
協力ありがとうございました

みたかジュニア・オーケストラ
第3回定期演奏会
10月27日（日）午後2時

市
民
憲
法
講
座

「
個
人
と
国
家
」

■
共
に
生
き
る
社
会
と
は

何
か
？

■
映
画
に
見
る
心
理
学

■
ご
存
じ
で
す
か
？

子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ
　

や
す
い
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル

（大沢6-10-15）

三鷹の森ジブリ美術館での出張演奏

国立天文台「第一赤道儀室」

対岸から見た水車小屋（中央）

水
量
を
調
節
す
る
「
さ
ぶ
た
」

館
で
。

一
日
家
庭
教
育
学
級

11
月
３
日
è
〜
10
日
À


